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建
設
中
の
伊
万
里
駅
ピ
ル

市
は
、
市
民
生
活
に
欠
か

せ
な
い
公
共
施
設
な
ど
を
計

画
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
整
備
に
は
、

多
額
の
資
金
が
一
度
に
必
要

な
た
め
、
皆
さ
ん
の
税
金
や
、

園
、
県
の
補
助
金
な
ど
を
充

て
て
い
る
ほ
か
に
、
各
種
の

資
金
を
長
期
で
借
り
入
れ
て

い
ま
す
。

平
成
問
年
度
は
、
そ
の
資

金
を
利
用
し
て
次
の
施
設
、

設
備
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

酬
明

V
地
域
イ
ン
卜
ラ
ネ
ッ
ト
基

盤
施
設
整
備
事
業

正
確
で
迅
速
な
行
政
情
報

や
、
災
害
時
の
緊
急
情
報

な
ど
を
提
供
す
る
た
め
、

ら
し
に
生
か
さ

簡
易
生
命
保
険
積
立
金
と
郵
便
貯
金
資
金

消
防
本
部
、
水
道
部
、
市
民
病
院
な
ど

出
先
機
関
と
本
庁
舎
を
光
フ
ァ
イ
バ

ー

な
ど
で
接
続
し
、
市
役
所
内
の
高
速
無

線
L
A
N
全
庁
、
一
不
ッ
ト
ワ

l
ク
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
ま
し
た

事
業
費

1
億

9
8
0
0
万
円

う
ち
簡
保
資
盆

1
億

3
2
0
0万
円

V
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

高
能
率

・
高
生
産
性
向
凶
業
や
高
齢
化
対

策
後
継
者
育
成
な
ど
版
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
生
産
活
動
の
基
盤
と
な
る

段
通
を
鐙
備
し
ま
し
た

事
業
費

6
0
6
2
万
円

う
ち
簡
保
資
盆

1
2
5
0
万
円

V
都
市
再
生
交
通
拠
点
整
備
事
業

(事
業

継
続
中
)

伊
万
盟
駅
前
線

(通

称

南

北

道

路

)

の
整
備
に
伴
い
、
道
路
の
東
西
に
建
設

さ
れ
る
駅
ビ
ル
を
結
ぶ
歩
行
者
連
絡
橋

の
設
備
を
行
い
ま
し
た

事
業
費

1
億

3
2
0
0
万
円

う
ち
簡
保
資
金

6
6
0
0万
円

る

V
駅
ピ
ル
建
設
事
業

(
事
業
継
続
中
)

伊
万
里
駅
前
線
(
通
称
雨
北
道
路
)

の
整
備
に
伴
い
、
駅
ピ
ル
の
建
設
を
行

い
ま
し
た

事
業
費

2
億

5
9
5
8万
円

う
ち
簡
保
資
金

ー
億
9
4
6
0
万
円

V
公
園
整
備
事
業

(事
業
継
続
中
)

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
次
の
公

図
的
』備
を
行
い
ま
し
た
。

-
楠
久
津
公
園

事
業
費

6
1
0
0万
円

う
ち
簡
保
資
金

2
7
0
0
万
円

.
伊
万
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

(仮
称
)

事
業
費

2
億

3
0
0
0
万
円

う
ち
簡
保
資
金

8
6
2
0
万
円

V
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

(
事
業
継
続

中
)
通
行
の
安
全
と
沿
線
地
域
の
発
展
を
図

る
た
め
道
路
整
備
を
行
い
ま
し
た

事
業
費

3
億

7
0
0
0
万
円

う
ち
郵
貯
資
金

3
億

3
2
9
0
万
円

V
医
療
機
器
整
備
事
業

市
民
病
院
の
カ
ル
テ
検
索
機
と
多
項
目

血
液
分
析
装
出
を
整
備
し
ま
し
た

事
業
費

1
6
4
8
万
円

う
ち
郵
貯
資
金

1
6
0
0
万
円
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極
“クロサワ&ミフネ"
世界への道

|サ.可可551ォ

園黒
津
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
で
は
、
第
日
間
特
別
展
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
は

『侍

(T
H
E
M
A
N
)
"
ク
ロ
サ

ワ
&
ミ
フ
、不
"
世
界
へ
の
迫

《二

人
の
閉
山
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》。

黒
川
昨
明
院
督
の
映
凶
作
品
は
m
山

本
。
そ
の
中
の
ほ
山
本
の
作
品
に
出

演
し
た
俳
優
三
船
敏
郎
。
黒

剖
伸
箆
督
の
名
演
出
と
、
そ
れ

を
演
じ
る
俳
優
三
船
の
個
性

が
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

県
出
岬
陣
明
監
相
u
は、

1
9
5

1
年
の

『縦
生
門
』
で
グ
エ

ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し

『世
界
の
ク

ロ
サ
ワ
』
と
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

二
万
三

船
敏
郎
は
、
同
映
画
祭
で

1

9

6
1
年
の
黒
浮
作
品
の

『用
心
棒
」
、
ま
た

1
9
6
5

年
の
同
じ
く

『赤
ひ
げ
』
で
、
主

山
山
男
鑑
賞
を
受
円
以
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

『世
界
の
ミ
フ
、不
』
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
こ
う
し
た

《
ク
ロ
サ
ワ
と
ミ
フ
ネ
》
が
歩
ん

だ
世
界
へ
の
道
を

《二
人
の
男
か

開架室に響く獄声(伊万里少年少女合唱団の皆さん)

。
図
書
館
大
ま
つ
り
・

み
ん
な
で
祝
う

図
書
館
の
誕
生
日

7
月
6
目、

7
日
の
両
日
、
市

民
図
mu館
で

『開
閉
諮
舶
出
会
(
ほ
し
)

ま
つ
り
』
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
図
出
館
の
開
館

を
記
念
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
も
多
く
の
グ
ル
ー

プ
が
、
題
向
を
凝
ら
し
た
催
し
を

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
映
画
の
ス
チ
ー

ル
写
真
や
台
本
、
ま
た
三
船
敏
郎

愛
用
の
口
川
々
な
ど
必
見
で
す
。

V
展
示
期
間
叩
月
幻
固
ま
で

V
閉
会
先

黒
海
明
記
念
館
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ

(岱
@
9
6
3
0
)

行
い
図
書
館
の

7
回
目
の
誕
生
日

を
祝
い
ま
し
た
。

開
架
室
に
は
音
楽
団
体
に
よ
る

歌
や
楽
擦
の
音
が
響
き
、
う
っ
と

り
聞
き
入
る
親
子
の
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
紙
芝
居
や
人
形
劇

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
真
剣
な
表

悩
で
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
い
つ
も
と
巡
っ
た
越
の
図
啓

館
で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
思
い
思

い
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

η 
屯叫

締
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U
Aハ合揚
J

A
ゆ
船
の
m

t

り
、
税
金

、ち
ロ
ん
し

ょ

ベ

u
蓄
訴
が

-wも
ん
じ
よ
F
J

家
文
香
‘』，
at

キ

(γ
、g
-

r

見
落

W
佼

γ

に
守も
刊

~

同
比
の
t山
J

J

mmr路
氏

、

-ハい珍
守

、

.

，

，

，

、

・‘

4

-

の
m
ハ
【ハ噛揚
は
ョ
伊
万
一里
地
方
の

F

一
予
見
v
有
力
者
た
5
h
y財
告
の
結
目
聞
で
を

官
五
を
衛
h

て。

d
J
μ
，一、

k
v
h
f

』め

'

4

・

、

自
の
池
回

、

現
在
の
伊
万
里
嘗
察
署
あ
た
T

兵
衛
一
で

J
、
リ
ー
は
、
芝
居
小
屋
が
沙
け
ら

'

唱
団
吻
大
ペ
ィ
ネ
、
芝
居

w
m
M
d
pわ
れ
た
v
勺

門
、
!
川
東
・

と
も
あ
刈
ま
志
。
入
切
の
転
作

ダ

メ
伊
万
里
，-

な
楽
し
み
だ
万
た
.の
で
『
狂
言

お
酔
一一陣
、J
'
勝
』
と
じ
ラ
地
名
が
残
つ
じ
・い

か

め

え

が

バ

ゐ

d
-
R

‘
4

亀
右
衛
一，
斗
叫
す
。

三

、

川

-

、
‘

v
p

‘
、
、

.、 司， ' ，.A 
‘ 

~ /MARI 



。

自分でたてたお茶の昧はどうかな?
伊万里幼稚園たすけ『お茶のおけいこ』がありました。
これは 『裂千家淡交会』会員の指導で14年間lから続い
ているもので、子どもたちは年中組から 2JI'-II.¥l、月 l

回のベースでお茶の礼儀作法を学んでいます。この日

参加した年長組86人は、去年からおけいこを続けてき
ただけあって、道具のiaい方やしぐさもなかなかのも
の。きちんと姿勢を正しながら、自分でたてたお茶を

おいしそうに飲んでいました。

力を合わせてヨイショ、ヨイショ
泉川町の 『イマリンピーチ』で海聞きがありました。

この日は、地元の黒川幼稚園とたんぽぽ保育園の図児

が地引き網に挑戦し、綱にかかった大きなカニや魚に

大はしゃぎ。その後は、待ちに待った海に入り、今年

初めての海水浴を思う存分楽しんでいました。

• • • • • • • 

• • • 

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事や話

題を待っています。市役所広報係へと連絡下さい。

323-2111 (内線207)

-E
・一服の『涼』を求めに来ませんか?

夏休みを前に、伊万里のIIの名所の一つ f大川内山
キャンプ湯』がオープおし高kた。当日は、 "I:r岡大述
市からの公務研修生、王 翠英さんもキャンプ場を初

めて訪れ「きれいな水が流れ、静かでとてもいい所で

すねj とすっかり気に入ったようすでした。

• 
皆さん元気でがんばりましょう • 
チャ リティ ーライブ 『木原俊吾&スピリッツ』のコ . 

ンサー 卜がありました。これは伊万里とまと会がIJ日い

たもので、仕事や家庭で大変な立場にある中日年の人

たちに元気を出してもらおうと企画されたものです。

当日会場は大いに盛り上がり最後は全員総立ちでした。

国

• 
• 

• • IMAR/ ~ • • 



伊万里の魅力をを大いにアピール!
NHK佐賀放送局が rJ 0 S P 夏祭りIn伊万里』と
題して、市民図書館をメイン会場に一日放送局を開局

しました。当日は、市内各地から地元の人たちが多数

出決。伊万里の名所や物産、祭りや名産品を使った料

理!などの 『伊万里自慢』を紹介しました。

なし万里くんと梨里ちゃんがやって来た
J A南波多の梨部会が伊万里保育闘を訪問し、 幸水
lOOilllをプレゼントしました。当日は、伊万里梨の
キャラクタ一、なし万里くんと梨盟ちゃんも登場し、

子どもたちは大よろこび。『なし万里くんの歌』に合わ

せて、この日のために練習した踊りを披露しました。 fち

r可

忘れられない思い出とともに
m訴 唱歌を歌う会が市民センターでありました。
これはコーラスクーループ 『コーJレいまり』が閃L、てい

るもので、今年も会場いっぱいになつかしい準認や唱

歌が響き渡りました。観客からは「替の思い出がよみ

がえり元気づけられますJという声が聞かれました。

ーー 園田園・匝.-.，'~'-'.;'.;.，;. '

ぼくもお菓吾屋さんになれるかな?
市民センターで 『親子でお菓子づくり教室』が聞か

れています。この日の課題は 『わらぴ餅』。伊万Jlli!..西

松浦梨子工業組合の皆さんを講師に、 15組の親子が餅

づくりに挑戦しました。参加した子どもたちは「局後

に食べられるから楽しいですJと話していました。

黒
漂
明
記
怠
飽
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
タ
ジ
君
の
入
場
者
数

が
初
万
人
を
突
破

開
館
し
て
4
年
を
迎
え
た
黒
津
明
記
念
館

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
入
場
者
が
初
万
人

を
突
破
し
、

7
月
刊
は
目
、
同
ス
タ
ジ
オ
で
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
剖
万
人
目
は
、

山
口
市
の
砂

川
泰
一
さ
ん
。
砂
川
さ
ん
は
仲
間
白
人
と
団

体
旅
行
の
途
中
に
同
ス
タ
ジ
オ
に
立
ち
寄
っ

た
も
の
で
す
。
仲
間
か
ら
冷
や
か
さ
れ
て
は

照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
な
が
ら
「
鈎
万
人
目
と

聞
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
旅
の
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
ロ
父
親
が
黒
漂
映
画
の

フ
ァ
ン
で
、
父
と
い
っ
し
ょ
に
映
画
を
売
に

い
っ
た
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

塚部市長と握手する砂川さん

(fj IMARI 
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内
旬、
¢

7
月
比
日
、
波
多
津
小
学
校
横

の
田
ん
ぽ
で

『第
川
因
子
ど
も
ど

ろ
ん
こ
巡
動
会
』
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
土
の

ネ
毛主

感
触
や
、
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と

J
A
伊
万
里
市
波
多
津
支

所
の
背
年
部
が
毎
年
聞
い
て
い
る

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
と
地
元
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
も
な

る
、
ま
ち
お
こ
し
運
動
の

-
つ
で

す
。こ
の
日
は
、
波
多
津
小
学
校
、

波
多
津
東
小
学
校
、
黒
川
小
学
校

の
3
年
生
お
よ
そ
初
人
が
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
何
と
も
い
え
な
い

土
の
や
わ
ら
か
い
感
触
に
大
は
し

ゃ
ぎ
し
な
が
ら
、
は
し
ご
く
ぐ
り

や
綱
引
き
、
ど
ろ
ん
こ
フ
ラ
ッ
グ

な
ど
の
組
問
を
、
顕
か
ら
つ
ま
先

ま
で
、
ま
さ
に
全
身
ど
ろ
ん
こ
に

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

四季の詩r

ロ

-
E
E
d
 

'
L
V
 

区
く
地
フ
山
ら
諜

炭
む
事

ロ二
盟
町
中
間
の
炭

山
地
区
で
、

6
月間
ω

目
、
赤
米
の
回
植
え

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
地
区

の
人
た
ち
が
、

地
元

の
共
有
財
産
で
あ
る

棚
田
の
す
ば
ら
し
い

録
観
と
、
そ
こ
で
収

桜
す
る
棚
田
米
の
お

い
し
さ
を
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
行
っ

て
い
る

『炭
山
地
区

む
ら
づ
く
り
事
業
』

の

一
つ
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
小
さ
い

子
ど
も
か
ら
お
年
寄

手
等
は
平
わ
が
家
の
客
よ
盆
同
意

ドイP
俊万
くi.

真
夏
の
。育

の

覆
う

花
火
の

閃
え

00 

和
夫
叶

1

E

久
ι
片品

ゑ
花
叶
車
内
成
寺

オIt
J.， ロ

n 
¥.11 

参加した感惣を話してくれた(左から)木寺

茜さん、木寺静香さん、浦川華奈美さん

IMARlfID 

ロ

り
ま
で
、
ま
さ
に
地
元
の
人
た
ち

総
出
で
悶
補
え
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

「初
め

て
団
組
え
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

苗
を
ど
の
く
ら
い
深
く
植
え
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、

だ
ん
だ
ん
と
削
刷
れ
て
き
ま
し
た
。

今
日
植
え
た
赤
米
が
ど
ん
な
ふ
う

に
育
つ
の
か
、
今
か
ら
秋
の
収
穫

が
楽
し
み
で
す
」
と
感
怨
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

手
母
平手

古島

煤

医;色jさ持、-.験ゐ4



ー
ふ
る
さ
と
の

未
来
育
む
海
ゆ
た
か
j

満
区

• 
波
多
津
漁
港
の
歴
史

今
か
ら
お
よ
そ

1
2
0
年
前
の必お

明
治
町
四
年

1
月
、
当
時
は
ま
だ
大

岳
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
に
、

辻
区
か
ら
漁
場
集
落
を
中
心
と
し

た
区
域
で
あ
る
浦
区
が
分
離
独
立

し
ま
し
た
。
以
来
、
現
在
の
浦
区

は
、
波
多
津
町
の
中
核
的
集
務
と

し
て

2
4
8
世
帯
を
数
え
る
に
至

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
浦
区
の
初
代
区
長
に
選
ば

れ
た
の
は
、
識
見
豊
か
で
人
望
も

厚
く
、
在
任
期
間
も
凶
年
あ
ま
り

に
及
ん
だ
回
中
徳
治
氏
で
し
た
。

彼
は
、

当
時
の
漁
村
集
務
に
あ
り

が
ち
な
貯
蓄
思
想
の
乏
し
さ
を
憂

い
、
こ
れ
を
打
破
す
る
た
め
に
努

力
し
ま
し
た
。
不
漁
の
際
に
も
生

活
が
安
定
す
る
よ
う
貯
蓄
の
必
要

性
を
説
き
、
役
目
参
加
で
得
た
報

酬
を
地
区
の
資
金
と
し
て
積
み
立

て
る
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
区
民

紹介してくれた
杉本茂助さん(浦)

に
倹
約
や
出
蓄
の
美
風
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
こ
の
初
代
区
長
の
功

績
を
た
た
え
、

2
代
目
区
長
の
時ひ

に
、
現
在
の
高
尾
山
公
園
に

『飛

ね
ん
ひ

念
碑
』
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
の

飛
念
碑
は
浦
区
全
体
を
見
渡
せ
る

場
所
に
あ
り
、
今
も
厳
し
か
っ
た

漁
村
集
落
の
歴
史
を
語
り
か
け
て

い
ま
す
。

現
在
の
浦
区
は
、
漁
協
組
織
を

持
つ
港
と
し
て
は
市
内
で
た
だ
一

つ
の
地
区
で
す
。
し
か
し
、
以
前

は
1
0
0
世
帯
余
り
あ
っ
た
漁
業

者
は
、
現
在
で
は
お
世
帯
に
激
減

し
、
漁
獲
高
も
当
時
の
川
分
の

l

以
下
に
減
少
し
ま
し
た
。
漁
業
者

の
大
半
は
、
今
で
も
は
え
縄
漁
業

を
操
業
し
て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ

た
海
域
で
の
操
業
の
う
え
、
回
遊

す
る
魚
類
も
年
々
減
少
し
て
い
る

た
め
、
細
々
と
そ
の
命
脈
を
保
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
漁
協
で
は
、
波
多
津
漁
港
の
生

き
残
り
を
か
け
、
近
年
は
車
エ
ピ

や
ハ
マ
チ
、
鯛
の
養
殖
事
業
に
力

を
い
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
浦
区

は
、
中
身
こ
そ
呉
な
る
も
の
の
初

代
区
長
以
来
の
試
練
の
時
代
を
迎

え
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

完訳iij長くん(ゐも)
女和晴・ 千亜紀さんの長男

こばやしあリさ

小林 E理沙さん(20歳)

女大坪町白野

*松浦町上分

手君主少 るいからo lfU?ZZぼ
。 子らし v;.~:"・~~， ば表もの好ンて。く
に、 <::.iQ'A園 ‘ c<るを夢影きな、いは
育たり Ir司圃邑 、ノめ中響のんぼろ
っくい a・ I司・・~ "ざなでパだくん車
てまわ・聞と ---:--~.，圃・ しん、パ 。のなの
ほしん-品P世圃・ てだ最とそ自種お
しくぱ・E恥:-::r:.-. 、。近ワれ慢類も
いてく.凶守4・F こ将は|にののち
と元で司Il"f~.~:oy れ来サル、コ車や
思気も 司~ ' '"'l かのツドサレをが
いない ‘司~ ら日力力ツク持大

肯てんびん座 ・B型

亜
理
沙
さ
ん
は
、

J
A
佐
賀
経

済
連
伊
万
里
チ
キ
ン
フ

l
ズ
工
場

に
勤
務
し
て
、
ま
も
な
く
3
年
を

迎
え
ま
す
。

休
日
は
、
友
達
と
買
い
物
に
行

く
こ
と
が
楽
し
み
と
い
う
彼
女
。

以
前
は
気
に
入
っ
た
服
が
あ
る
と

す
ぐ
に
衝
動
買
い
し
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
最
近
は
、
じ
っ
く
り
と

考
え
て
買
う
よ
う
に
心
を
入
れ
歯

え
た
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
彼
女
が
、
現
在
や
っ
て

み
た
い
こ
と
は
ス
キ

l
。
「
一
高
校

の
修
学
旅
行
以
来
ゃ
っ
た
こ
と
が

な
い
ん
で
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
、
で

き
れ
ば
北
海
道
で
滑
っ
て
み
た
い

で
す
ね
」
と
明
る
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

~ /MARI 



8月の町民スポーツ

1日 (木)-
.二里町民ナイターソフトポール大会
19時半開会二里小学校
2日 (日)-
.牧島女子
ナイターバレーボール大会
20時開会牧島小学校
3日 (土)
・松浦町子ども会キッヲベースボー
ル-ミニバレーボール大会
8時開会松浦体育館ほか
4日 (白)
ejll1多津町子ども会夏季球技大会
8時開会波多津運動広場ほか
・=里町子ども会球技大会
8時半開会二里小学校
.南波多町子ども会キックベースポー
ル ミニバレーボール大会
8時半開会南波多小学校
.東山代町子ども会スポーツ大会
9時開会東山代小学校
15日 (木)
・山代町球技大会
8時半開会 山代中学校ほか
19日(月)-
・黒川町ナイターバレーボール大会
20時間会黒川小学校
25日 (日)
.波多津町民バレーボール大会
8時半開会 波多;章体育館ほか
.商波多町民球技大会
了時半開会南波多小学校
9月1日(日)
・山代町民体育大会
8時半開会山代中学校
.牧島町民運動会
8時半開会牧島小学校
.大坪地区球技大会
8時半開会伊万里中学校ほか

気
合
い
あ
ふ
れ
る

熱
戦
を
展
開

f

第
布
団
青
少
年
柔
剣
道
大
会
が

6
月
初
日
、
国
見
台
武
道
館
と
国
見

台
体
育
館
を
会
場
に
聞
か
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
選
手
た
ち
の
大
き
な

掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
各
パ
ー
ト
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
柔
道
の
部
》

.
個
人
試
合
〈
中
学
生
男
子
〉
①

梅
崎
徹
規
(
伊
万
里
中
)
②
西
山

朔
(
同
)

〈
中
学
生
女
子
〉

①
中

里
彩
(
伊
万
里
中
)
②
小
杉
真

希

(同
)
③
松
岡
由
希
(
同
)
、

ぞヘ

小
松
美
樹
(
同
)

《
剣
道
の
部
》

av
団
体
試
合
〈
小
学
生
低
学
年
〉

①
赤
門
館
②
済
美
館
③
明
星
館
、

錬
心
館

〈
小
学
生
高
学
年
〉

①
明

星
館
②
済
美
館
③
錬
心
館
、
久
原

少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

〈
中
学
生
男
子
〉

①
伊
万
里
中

A
②
伊
万
里
中
B

〈
中
学
生
女
子
〉
①
山
代
中
②
青

嶺
中

〈
高
校
生
男
子
〉

①
伊
万
里

山
岡
林
高

-
個
人
試
合
〈
小
学
生
低
学
年
〉

①
徳
永
良
太
(
明
星
館
)
②
岩
橋
伸

明
(
松
武
館
)
③
中
尾
優
香
(
青
螺

少
剣
)
、
金
子
堅
太
郎
(
久
原
少

剣
)

〈
小
学
生
高
学
年
男
子
〉

①

中
尾
真
太
郎

(
明
星
館
)
②
金
子

朔
平
(
久
原
少
剣
)
③
佐
藤
駿

(
錬
心
館
)
、
石
橋
朗
(
錬
心
館
)

〈
小
学
生
高
学
年
女
子
〉

①
前
川

知
香
(
青
蝦
少
剣
)
②
今
枝
佳
奈

子
(
無
尽
館
)
③
木
村
也
実
(
大

志
館
)
、
東
島
聡
子
(
明
星
館
)

8月の市民スポーツ

〈
中
学

1
年
男
子
〉
①
吉
川
知
宏

(
伊
万
里
中
)
②
山
崎
慎
史
(
山

代
中
)
③
山
下
真
平

(
啓
成
中
)、

古
竹
祥
太
(
青
嶺
中
)

〈
中
学

2

年
男
子
〉

①
藤
川

仁
(
国
見
中
)

②
前
田
力
哉
(
育
嶺
中
)
③
吉
川

明
宏
(
伊
万
里
中
)
、
江
口
直
仁

(
阿
)

〈
中
学
3
年
男
子
〉

①
田
代

竜
二

(
国
見
中
)
②
江
口
直
哉

(
東
陵
中
)
③
松
井
祐
一
(
伊
万

里
中
)
、
山
口
勇

治

(
山
代
中
)

〈
中
学
生
女
子
〉

①
前
田
あ
ず
さ

(
国
見
中
)
②
生
的
絹
代
(
青
嶺

中
)
③
松
尾
広
美
(
伊
万
里
中
)
、

田
中
智
子
(
同
)

〈
高
校
生
男
子
〉

①
栗
原
一
綱
(
敬
徳
商
)
②
伊
東

祥
平

(伊
万
里
商
高
)
③
野
中
洋

平
(
伊
万
里
山
岡
林
高
)
、
井
戸
将

文
(
敬
徳
古
川
)

〈
高
校
生
女
子
〉

①
松
尾
友
美
(
伊
万
里
商
高
)
②

松
尾
富
美
加

(同
)
③
松
尾
あ
ず

さ
(
伊
万
里
山
林
高
)
、
堺
奈

美
(
伊
万
里
商
高
)

IMARIf!o 

4日(日)
.市バスケットボール選手権大会
9時開会国見台体育館
.伊万里ラジオ体操会
6時20分開会国見台陸上競技場
11日(日)
.市子ども会連合会キックベースポ
ール・ミニバレーボール大会
9時開会国見台体育館ほか
16日(金)-
.伊西地区高校野球新人戦
9時開会国見台野球場
25日(日)
.佐賀県スポーツ少年団大会
8時半開会国見台陸上競按場ほか

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

よ
さ
が
光
り
ま
し
た

第

4
回
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

大
会
が
、

7
月
凶
日
、
国
見
台

体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
チ

l
ム
が
参
加

し、

三
つ
の
パ

l
ト
に
分
れ
て

優
勝
を
争

い
ま
し
た
。
な
お
、

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
0

.
一
般
の
部
A
パ
ー
ト

優

勝

東
山
代
ユ

l
キ
l
ズ

準
優
勝

松
浦
?

?
l
ズ
A

.
一
般
の
部
B
パ
l
卜

優

勝

東
山
代
ヒ
デ
ポ
ン
ズ

準
優
勝

東
山
代
ミ
ッ
タ
マ
ン
ズ

.
初
級
の
部

優

勝

黒
川
海
物
語

準
優
勝

黒
川
山
物
語



激
し
い
雨
の
申
を

手
た
ち
は
力
泳
f

伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
中
学
校

水
泳
大
会
が

7
月
5
日
、
国
見
台

プ
l
ル
で
附
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
激
し
い
雨
が
降
り
つ

け
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が

好
記
録
が
続
出
。
選
手
た
ち
は
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
力
い
っ
ぱ
い
水
し
ぶ
き
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
主
な
競

技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《男
子
》

〈
総

合

〉
①
伊
万
里
中
③
啓
成

中
④
山
代
中
⑤
東
陵
中
〈

ω
M
自

由
型
〉
①
淵
上
拓
也
(
国
見
中
)

②
前
山
幸
仁
(
啓
成
中
)
③
西
田

真
也

(
滝
野
中
)
〈
1
0
0
M
自

由刑ヱ
〉
②
松
尾
巧
(
伊
万
里
中
)

〈
2
0
O
M
自
由
型
〉
①
松
尾

巧
(
伊
万
里
中
)
③
副
島
附
太

(
伊
万
里
中
)
〈
4
0
0
MM自
由
型
〉

①
古
場
勇
人
(
伊
万
里
中
)
〈
1

5
0
O
M
自
由
型
〉
①
古
場
勇
人

(
伊
万
里
中
)
③
樋
渡
公
平
(
同
)

〈
1
0
O
M
平
泳
ぎ
〉
①
久
地
浦

桂
辰
(
啓
成
中
)
②
小
川
裕
太

(
同
)
③
田
口
巡

三

(
山
代
中
)

〈
2
0
O
M
平
泳
ぎ
〉
①
久
地
浦

桂
辰
(
啓
成
中
)
大
会
新
②
小
川

裕
太
(
同
)
③
田
口
述
二

(山
代

中
)
〈

1
0
O
M
背
泳
ぎ
〉
①
下

平
和
宏
(
伊
万
里
中
)
②
山
口
悠

介
(
東
陵
中
)
③
岩
膝
樹
(
伊

万
里
中
)
〈

2
0
0
M
背
泳
ぎ
〉

①
下
平
和
宏
(
伊
万
里
中
)

〈
4

O
O
M
メ
ド
レ
ー
リ
レ
|
〉
①
啓

成
中
②
伊
万
里
中
〈

4
0
0
M
リ

レ

|
〉
①
伊
万
里
中
②
啓
成
中

《女
子
》

〈総

合
〉
②
伊
万
里
中
③
国
見

中
④
山
代
中
⑤
東
陵
中
⑤
青
嶺
中

〈
m
M
自
由
型
〉
①
古
場
清
香

(
伊
万
里
中
)
③
力
武
麻
美
(
国

見
中
)
〈
1
0
0
M
自
由
型
〉
①

本
山
奈
津
美

(
伊
万
里
中
)
②
十
日

場
清
香
(
同
)
③
力
武
麻
美
(
国

見
中
)
〈

2
0
O
M
自
由
型
〉
①

本
山
奈
津
美
(
伊
万
里
中
)
③
古

川
祐
子

(
東
陵
中
)

〈
4
0
O
M

自
由
型
〉
②
山
口
知
香
(
伊
万
里

中
)

〈
8
0
O
M
自
由
型
〉
③
藤

麻
里
菜
(
伊
万
里
中
)
〈
1
0
0

M
平
泳
ぎ
〉
①
光
田
幸
希
(
伊
万

里
中
)
②
松
尾
彩
(
青
嶺
中
)

③
前
原
亜
衣
(
山
代
中
)
〈
2
0

O
M
平
泳
ぎ
〉
①
光
閉
幸
希
(
伊

万
里
中
)
③
町
永
涼
子
(
同
)

〈
1
0
O
M
背
泳
ぎ
〉
①
前
田
真

莱
(
国
見
中
)
②
本
山
美
晴
(
伊

万
里
中
)
③
丸
田
美
咲

(山
代
中
)

〈
2
0
O
M
背
泳
ぎ
〉
①
前
回
真

菜
(
国
見
中
)
②
本
山
美
晴
(
伊

万
里
中
)
〈
1
0
0
M
バ
タ
フ
ラ

イ
〉
②
山
口
知
香
(
伊
万
里
中
)

〈
4
0
O
M
メ
ド
レ
ー
リ
レ

l
〉

①
伊
万
里
中

〈
4
0
O
M
リ
レ
l
〉

①
伊
万
里
中
③
青
嶺
中

《
男
女
総
合
》

①
伊
万
里
中
③
啓
成
中

イマリンフエスタ | 

ビーチバレーボール文書|

真夏のビーチは
舎年も燃えた

7
月
凶
日
、

第
叩
回

イ
マ
リ
ン
フ

ェ
ス
タ
ビ

ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
黒
川
町
福
田
の

イ
マ
リ
ン
ビ

l
チ
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
記
念
す
べ
き
ゅ

回
目
を
迎
え
た
今
大
会

に
は
、
市
内
外
か
ら
1

3
2
チ

l
ム
が
出
場
。

県
外
か
ら
も
多
く
の
参

加
を
得
て
、
今
年
も
レ

ベ
ル
の
高
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
元

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本

代
表
の
宮
崎
謙
彦
選
手

と
、
現
在
も
代
表
と
し

て
活
眼
中
の
南
克
幸

選
手
が
ゲ
ス
ト
と
し
て

登
場
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
そ
の
華
麗
な
プ
レ

l
に
会

場
は
大
興
奮
で
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
は
ピ

1
チ
バ
レ
ー
の
ほ
か
に

サ

l
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
も
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
ビ
ー
チ
は

一
日
中
た
い

へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

V
ビ
l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

①
イ
ノ
セ
ン
ス

(
福
岡
県
)

②
浜
寿
司
(
福
岡
県
)

③
ボ
ン
パ

l
ズ

(
福
岡
県
)

9 1MARI 



お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

-
不
要
犬
の
引
き
取
り
と
野
犬
の

捕
獲
休
み
期
間

8
月
は
日

1
同
日

・
し
尿
く
み
取
り

休
み
期
間

8
月
凶
日

1
日
山
日

※
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

は
通
常
業
務
で
す

・
間
合
先

市
生
活
環
境
課

(
岱

@

2
1
1
1
内
線
2
8
4
)

お
盆
の
精
霊
流
し
は

時
間
と
燭
所
を
守
っ
て

お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

舟
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

-

日

時

8
月
日
日
(
木
)

午
後
7
時

1
旧
時

.

場

所

〈〉
水
に
浮
く
も
の

岩
架
橋
か
ら
松
』
い
向
精
の
闘
で
流

し
て
く
だ
さ
い

〈〉
水
に
沈
む
も
の

船
屋
橋
下
流
の
川
溶
と
し
合
戦

場
に
祭
粗
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、

川

に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

略'.ff

雲謹盈

省a・-間
合
先

市
生
活
環
境
課

(
宮

@
2
1
1
1内
線
2
8
3

小
規
模
土
地
政
良
事
業

の

申

謂

霊

柑

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

-
対
象
事
業

事
業
の
受
爺
民
地

が
ー
か
以
上
で
、

受
爺
戸
数
が

5
戸
以
上
あ
る
農
道
、
水
路
、

た
め
池
な
ど
の
新
設
、
舗
装
、

改
良
、
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

-
補
助
率

切
軒
以
内

-
補
助
金
額
の
上
限

切
万
円

・
申
請
方
法

施
工
地
区
ご
と
に
申
前
釘
と
現

況
写
真
を
添
付
し
、
区
長
名
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

-
申
請
期
限

9
月
2
日
(
月
)

※
昨
年
申
請
し
て
、
未
認
可
と
な

っ
た
地
区
に
つ
い
て
は
、
再
度

申
識
が
必
要
で
す
。
申
請
期
限

は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い

-
申

請

間

合

先

市
民
村
整
備

課

(
包

@
2
1
1
1
内
線
3
8
0
)

児

童

扶

聾

手

当

と

特
別
児
童
挟
聾
手
当

V
現
況
届

児
童
扶
縫
手
当
と
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
周
の
提
出
が

な
い
と
手
当
の
支
給
が
差
し
止

め
ら
れ
ま
す

-
受
付
期
間

マ
児
童
扶
養
手
当

8
月
1
日
1ω
日

マ
特
別
児
童
扶
養
手
当

8
月
ロ
日

1
初
日

V
資
格
喪
失
届

資
絡
が
喪
失
し

た
と
き
は
、
資
彬
喪
失
腐
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
周
け
出
を

し
な
い
ま
ま
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
と
、

資
格
喪
失
事
実

の
発
生
の
翌
月
分
か
ら
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

fiJ!A@)!ar!:iJfe習ぽ

平和の祈りを
8月9日は、長崎市にj原爆

が投下された日です。

今もなお原爆症で苦しんで

いる数多くの人々の早い回復

と、原爆死没者のめい摘を祈

るため、午前111時2分にサイ

レンをUJ:，)ら します。 1分間の

黙とうを捧げましょう。

また、 8月15日は、終戦記

念日です。戦争で亡くなった

数多くの人々の追悼と恒久の

平和を祈念するため、正午に

サイレンを鳴らします。 1分

間の黙とうを捧げましょう。

IMAR/ ~ 

す
。
資
格
が
喪
失
す
る
の
は
、

次
の
場
合
な
ど
で
す

マ
受
給
者
や
対
象
児
童
が
婚
姻

(
事
実
婚
を
含
む
)
し
た
と
き

マ
児
童
が
、
受
給
者
の
生
計
と
別

に
な
っ
た
と
き

マ
児
童
が
、
福
祉
施
設
に
入
所
し

た
と
き
な
ど

V
新
規
申
請

新
規
の
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

《
児
童
扶
養
手
当
》

父
母
の
隙
嫡
や
父
の
死
亡
、

l

年
以
上
の
辿
釆
な
ど
に
よ
り
、
父

と
生
計
を
同
じ
に
し
な
い
児
童

(
悶
歳

に
な

っ
た
最
初
の

3
月
引

日
ま
で
、
ま
た
は
初
歳
未
満
の
問

答
児
)
を
脆
殺
し
て
い
る
母
、
ま

た
は
臨
時
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
公
的
年
金
の
受
給
者
は
該
当
し

ま
せ
ん

マ
所
得
制
限
が
あ
り
、

や
全
額
支
給
停
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
(
所
得
の
範
囲
に

は
養
育
費
を
含
み
ま
す
)

マ
世
幣
を
分
け
て
い
て
も
、
同
居

人
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
所
得

に
よ

っ
て
制
限
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

マ
母
子
家
庭
に
な
っ
て

5
年
を
経

過
す
る
と
申
請
で
き
ま
せ
ん

※
児
童
扶
設
手
当
法
施
行
令
の

一

部
改
正
に
よ
り
、
平
成
リ
同
年

8

月

1
日
か
ら
所
得
制
限
限
度

額
、
所
得
の
範
囲
、
所
得
額
の

計
算
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
す

《特
別
児
童
扶
養
手
当
》

精
神
ま
た
は
身
体
に
中
度
以
上

の
障
害
が
あ
り
、
稲
枇
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
初
歳
未
満
の
児
訟

を
監
護
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま

す
。
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

-
受

付

間

合

先

市
民
課
年
金

係

(
岱

@
2
1
1
1内
総
2
1
5
)

一
部
支
給



くらべ宣江目立認

吾
育
て
室
握
包
ン
タ
l

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

『ぽ
っ

ぽ
』
は
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

や
不
安
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

仲
間
作
り
が
で
き
る
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
わ
く
わ
く
広
場

・
対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

午
前
川
時

1
午
後
2
時

マ
ひ
ま
わ
り
コ

l
ス
(
金
曜
日
)

8
月
2
目
、
同
日

マ
ち
ゅ
う
り
つ
ぷ
コ

l
ス
(
月
限
日
)

8
月
ロ
日
、
初
日

②
わ
く
わ
く
ベ
ビ
ー

-
対

象

0
1
1
か
月
ま
で
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者

・
日

時

8
月
凶
日
、
幻
日

午
前
凶
時
l
午
後
2
時

③
ぽ
っ
ぽ
マ
マ
の
つ
ど
い

-
対

象

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

・
日

時

8
月
7
日
、
お
日

午
前
日
時
i
H
時
半

・
テ
ー
マ

タ
泣
き
、
夜
泣
き
に
つ
い
て

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

④
つ
く
し
ん
ぼ
ラ
ン
ド

-
対

象

就
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

・
日

時

8
月
幻
日
(
水
)

午
前
川
時
1
1
時
半

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

-
会

湯

①

i
③
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

④
黒
川
公
民
館

-
申
込
・
間
合
先

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
(
宮
⑫

5
1
9
7
)

参

加

し

ま

せ

ん

か

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
と
し
て
、
第
7
回
リ
サ
イ
ク

ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
、
家
庭
で
使
わ
な
い

ま
ま
眠
っ
て
い
る
日
用
雑
貨
や
衣

類
、
陶
磁
器
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

出
宿
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
日

時

9
月
お
日
(
月
)

午
前
9
時

1
正
午

・
会

場

市
役
所
裂
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

・
申
込
期
限

8
月
初
日
(
金
)

・
間
合
先

市
生
活
環
境
課

(
包

@
2
1
1
1内
線

2
8
4
)

商
后
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
居

室

握

事

業

市
は
、
中
小
小
売
商
業
者
の
積

極
的
な
事
業
展
開
を
支
援
す
る
た

め
に
「
伊
万
里
市
商
応
街
チ
ャ
レ

ン
ジ
居
支
援
事
業
利
子
補
給
金
交

付
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
中
心
市
街
地
の

区
域
で
小
売
商
業
を
蛍
む
事
業
者

が
、
県
が
行
う
中
小
企
業
特
別
対

策
資
金
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に
、

利
子
補
給
を
行
う
事
業
で
す
。

-
事
業
期
間

平
成
凶
年
度
の

1
年
間

・
対
象
者

小
売
商
業
者
(
小
売
業
、

一
般

飲
食
業
お
よ
び
理
美
容
業
)

-
対
象
資
金

県
が
行
う
中
小
企
業
特
別
対
策

賞
金
の
う
ち
「
大
型
庖
進
出
対

策
資
金
」
「
独
立
関
業
資
金
」

「
新
事
業
展
開
資
金
」
が
対
象

-
利
子
補
給
期
間

5
年
間
(
資

金
の
貸
付
期
間
は
ゆ
年
)

-
利
子
補
給
率

1
・
8
計

・
間
合
先

市
商
工
観
光
課

(
密

@
2
1
1
1内
線

3
5
2
)

伊
万
里
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

が

蛮

わ

り

ま

す

昨
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た

『伊
万
里
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
を
、
よ

り
効
果
的
で
魅
力
あ
る
内
容
に
す

る
た
め
、
今
年
度
か
ら
会
費
制
に

よ
る
市
民
大
学
と
し
て
新
た
に
開

講
し
ま
す
。

-
内

容
著
名
講
師
に
よ
る
講
演
お
よ
び

文
化
団
体
に
よ
る
発
表
会

-
開
催
場
所

市
民
セ
ン
タ
ー

・
募
集
定
員

3
0
0
λ

-
受
講
料

(
年
間
会
費
)

5
0
0
0
円
(
予
定
)

・
講
座
期
間

日
月
開
講
(
予
定
)

-
講
座
数

4
回
(
予
定
)

勺
※
会
員
募
集
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

-
問
合
先

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(
包

@
1
2
6
2
)

松
浦
火
力
発
電
所
を

男

挙

し

よ

う

!
後
日

8
月
日
日

i
同
日

-
期

日

・
内

容

《

8
月
内
目
、
団
日
》

マ
見
学
会

①
午
後
6
時
半
1

②
午
後
7
時
l

マ
ク
イ
ズ
大
会
午
後
8
時
i

《

8
月
行
目
、
日旧日
》

マ
見
学
会

①
午
前
9
時
j
川
時
半

②
午
後
l
時

1
2時
半

マ
ア
ニ
メ
上
映
会

①
午
前
川
崎
半
i
正
午

②
午
後
2
時
半
1
4
時

マ
ス
ケ
ッ
チ
大
会
(
同
日
の
み
)

午
前

9
時

1
午
後
3
時

伊万里市立他連盟
創立40周年記怠憶
を販売しています

※
8
月
日
目
、
凶
日
は
予
約
が
必

要
で
す
。
ス
ケ
ッ
チ
大
会
参
加

者
は
、
絵
具
な
ど
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
(
画
用
紙
は
不
要
)

-
申
込
・
間
合
先

松
浦
火
力
発

電
所
企
画

・
管
理
グ
ル

ー
プ

(8
0
9
5
6⑫
1
2
0
1
)
 

パ
l
キ

ン

ソ

ン

病

援

の

会

講

演

会

-
日

時

9
月
8
日
(
日
)

午
前
川
時

i
正
午

・
場

所

虹
ノ
松
原
ホ
テ
ル
(
唐
津
市
)

-
講

師

木
村
久
男
(
全
国

パ
l
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
会
報

編
集
委
員
)

-
テ
l
マ

I
T
に
よ
る
隊
害
者

の
社
会
参
加
と
就
労

・
入
場
料

無

料

-
間
合
先

全
国
パ

l
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
佐
賀
県
支
部

(2
0
9
5
2
@
0
4
7
9
)
 

.内容
変せん、

.価格
l部 300円
・販売湯所 歴史民俗資料館、 生

涯学習センター

.間合先 市生涯学習センター

(岱⑫1262)

40年の歩み、役員の
団体の紹介など

elMARI 



ー.

海
と
み
な
と
の
相
談
窓
口

を

留

置

し

ま

し

た

『海
と
み
な
と
の
相
談
窓
口
』
は、

海
と
港
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

マ
海
や
港
の
利
用
な
ど
に
関
す
る

相
談

マ
『総
合
的
な
学
習
の
時
間
』

に

関
す
る
相
談

マ
港
の
構
想
や
計
画
に
関
す
る
相

点
火一言
マ
潜
ま
ち
の
活
性
化
や
ワ
ォ

l
タ

第
お
回
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
大
会
が
、
今
年
は
伊
万
里

市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
熱
い
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
期

日

8
月
お
日

(日
)

・
開
会
式

午
前

8
時
半

1

国
見
台
陸
上
競
技
場

《
種
目
と
会
場
》

-
水

泳

伊
万
里
小
学
校

・
剣

道

東
陵
中
学
校

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

国
見
台
球

技
場
、
伊
万
里
高
校

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

伊
万
里
小

ー
フ
ロ
ン
ト
に
関
す
る
相
談

マ
海
や
港
で
の
自
然
再
生
や
緑
地

の
維
持
管
理
に
関
す
る
相
談

マ
海
で
の
自
然
体
験
、
環
境
学
習

に
関
す
る
相
談

マ
海
洋
土
木
技
術
に
関
す
る
相
談

マ
港
の
防
災
に
関
す
る
相
談

-
相
談
窓
口

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

唐
津
港
湾
工
事
事
務
所

『海
と

み
な
と
の
相
談
窓
口
』

(8
0
9
5
5
⑫

3
1
0
9
、
四

0
9
5
5
⑬
1
4
5
9
)
 

マ
E
メ
l
ル
ア
ド
レ
ス

学
校
、
伊
万
里
商
業
高
校

・
軟
式
野
球

国
見
台
野
球
場
、
国
見
中
学

校
、
東
山
代
運
動
広
場

・
サ
ッ
カ
ー

西
有
田
中
央
公
図

・
陸
上
競
技

国
見
台
陸
上
競
技
場

・
空
手
道

国
見
合
体
育
館

-
柔

道

伊
万
里
民
林
高
校

・
少
林
寺
拳
法

有
田
町
文
化
体
育
館

・
間
合
先

市
体
育
保
健
諜

(岱
⑫
2
1
1
1
内
線
4
6
5
)

ヨ
2
5
0×
T

∞∞
chw@甘
m

D印
「

ヨ
宮
田
0

」百)

道 8

の月

日10

で目

毎
年

8
月
は

『道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
』
、

8
月
間
日
は

『道
の
日
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。
こ

の
道
路
を
い
つ
ま
で
も
広
く
、
美

し
く
、
そ
し
て
安
全
に
利
用
す
る

た
め
、
ゴ
ミ
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
や
不
法
占
用
を
な
く
し
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

男
女
協
働
移
画
基
本
計
画

策
定
懇
話
会
委
員
募
集

市
は
現
在
、
性
別
や
世
代
を
超

え
て
多
様
な
生
き
方
を
認
め
合

い
、
す
べ
て
の
人
が
き
ら
め
く
ま

ち
を
め
ざ
す
た
め
の
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

男
女
協
働
参
画
社
会
づ
く
り
を

進
め
る
こ
の
計
画
づ
く
り
に
、
あ

な
た
も
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
応
募
資
格

満
初
歳
以
上
の
伊

万
里
市
民
で
、
男
女
協
働
参
画

社
会
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
人

・
募
集
人
員

3
人
以
内

※
関
係
団
体
か
ら
推
薦
を
受
け
た

委
員
も
含
め
、
幻
人
程
度
で
構 すは

ト議争

• 
*吾ども文化ふれあい事業*

手9:>しー
成
し
ま
す

・
任

期

平
成
同
年

3
月
引
日
ま
で

-
活
動
予
定
回
数

5
回
程
度

・
応
募
方
法

市
男
女
協
働
・

国
際
交
流
課
ま

た
は
各
町
公
民
館
に
準
備
し
て

い
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※

F
A
X
、

E
メ
ー
ル
で
も
応
募

で
き
ま
す

・
応
募
期
限

8
月
初
日
(
火
)

-
応

募

間

合

先

市
男
女
協

働

。
国
際
交
流
課
(
包
@

2
1

1
1
内
線
4
8
5
、
四
②
7
2

1
3
)
、

E
メ

1
ル
ア
ド
レ
ス

且

ωコ」
O
l

roF呂
田
空
⑧

E
q
-ヨ
ω
コ
自
問
。
」百

-日時 9月8日(日)午後6時間演

.会場 市民センタ一文化ホーJレ

.入海料 (前売券)一般 1500円、高校生以下8

00円、親子券 1800円(大人 l人、高校生以

下I人)

.チケット取扱所 伊万里玉屋、しのはらレコード

腐、市民センタ一、各町公民館ほか

@間合先 市民センター(ft⑫391 1) 

IMARIf!J 

A
V
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
六
会
@

今
年
は
伊
万
里
市

県

民

体

育

大

会

硬
式
テ
ニ
ス
市
予
選
会

県
民
体
育
大
会
の
硬
式
テ
ニ
ス

の
部
に
出
場
す
る
選
手
の
予
選
会

を
行
い
ま
す
。

-
予
選
部
門

一
般
、
成
年
男
子
、
成
年
女
子

※

3
部
門
い
ず
れ
も
ベ
ア
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

・
日

時

8
月
日
日
(
日
)

午
後

4
時

1

・
場

所

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万
里

-
申
込
期
限

8
月

9
日
(
金
)

・
申

込

間

合

先

市
テ
ニ
ス
協
会
の
志
賀

(
宮

@

8
4
2
0
)



くらし由@立立立政認

松
浦
鉄
道
マ
イ
レ

l
ル

フ
方
ト
コ
ン
テ
ス
ト

-
テ
ー
マ

松
浦
鉄
道
西
九
州
線

の
釈
や
列
車
、
車
内
の
情
景
、

沿
線
の
風
景
な
ど

-
応
募
区
分

マ
一
般
の
部

マ
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
(
凶
歳
以
下
の

人
を
対
象
)

・
応
募
規
定

V
応
募
サ
イ
ズ
は
、

4
つ
切
ま
た

は
ワ
イ
ド
4
つ
切
(
ジ
ュ
ニ
ア

の
部
は
、

6
つ
切
ま
た
は
ワ
イ

ド
6
つ
切
で
も
可
)

V
カ
ラ
l
、
白
黒
と
も
に
可

V
平
成
日
年
ゆ
月
以
降
に
撮
影
し

た
自
作
未
発
表
作
品

-
応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
所
定
の
応
募
票

を
貼
付
す
る
か
、
必
要
事
項

団里主主主三)8@3911
20日(火)伊万里人権

フェスティパJレ2002
131時半 1!!¥ 料

9月8日(日)子ども文化ふれあい事業
児童劇「チョコレー卜戦争J

181時間演
《前売券》 一 般 15001工l

高校生以下 800円
親子券 ¥800円

8月の行事 』

(
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年
月

日
、
タ
イ
ト
ル
)
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

-
応
募
期
限

9
月
初
日
(
金
)

※
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す

・
応
募
・
間
合
先

一面
8
5
7

8
5
8
5
佐
世
保

市
八
幡
町

l
l
m
(
佐
世
保
市

役
所
企
画
調
整
課
内
)
松
浦
鉄

道
自
治
体
連
絡
協
議
会
事
務
局

(8
0
9
5
6
@

9
6
2
0
)
 

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

佐

賀

県

文

学

賞

-
作
品
の
受
付
期
間

8
月
1
日
(
木
)
1
引
日
(
土
)

・
応
募
資
格

職
業
作
家
を
除
く

県
内
在
住
者
(
県
内
の
学
校
や

職
場
に
通
学
、
通
勤
し
て
い
る

③豆亘亙)8⑫7105
22日(木)伊万里市老人福他大会

9時半 関係者

人
を
含
み
ま
す
)

・
作
品
区
分

小
説
、
随
筆
、
詩
、

短
歌
、
俳
句
、

川
柳

※
応
募
作
ロ
聞
は
未
発
表
に
限
り
ま

す
。
ま
た
、
各
部
門
に
応
募
規

定
が
あ
り
ま
す

-
申
込
・
閉
会
先

一盛
8
4
0
8
5
7
0
佐
賀
市

城
内

1
丁
目
l
|

ぬ
県
文
化
団

体
協
議
会
「
佐
賀
県
文
学
賞
」

係

(8
0
9
5
2
@
7
3
4
0
)

県
立
産
業
按
術
学
院

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

《
入
門
コ
ー
ス
》

マ

期

日

①
8
月
初
日
、
お
日

②
9
月
日
目
、
ロ
日

マ
テ
キ
ス
ト
代

4
0
0
0
円

《
応
用
コ
ー
ス
》

マ

期

日

料

和↓

無

j!¥¥ 

※毎週土曜日 お話し会 14時半~
※都合により上映時間を変更することが
あります

③
9
月
4
日、

5
日

マ
テ
キ
ス
ト
代

2
0
0
0
円

・
対
象
者

民
間
企
業
な
ど
の
勤
労
者

・
場

所

県
立
産
業
技
術
学
院
(
多
久
市
)

・
受
講
料

無

料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す

・
定

員

各
コ

l
ス
お
人

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

・
申
込
・
間
合
先

県
立
産
業
技
術
学
院

(8
0
9
5
2⑬
4
3
3
0
)
 

mM剛
幽

排

水

盤

備

工

事

責
任
揖
術
者
資
格
部
験

・
試
験
日

山
月
幻
日
(
水
)

-
受
付
期
間

相
会場・市民相談コーナー
時間 :10時-15時 無料・秘密厳守

丞J民市

8
月

ω日
(
月
)
i
m
ω
日
(
金
)

・
受
験
資
格

マ
高
校
以
上
の
土
木
工
学
科
な
ど

を
卒
業
し
、
排
水
設
備
工
事
な

ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し

2
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
人

マ
高
校
を
卒
業
し
、
同
じ
く

3
年

以
上
の
経
験
を
有
す
る
人

マ
捌
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、

5
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

-
試
験
科
目

下
水
道
に
関
す
る

一
般
知
識
、

排
水
設
備
に
関
す
る
法
令
事

務
手
続
き
・
設
計

・
施
工
な
ら

び
に
維
持
管
理
に
つ
い
て

※
受
験
案
内
は
、

8
月
1
日
jmω

日
ま
で
市
下
水
道
訟
で
配
布
し

ま
す

-
申
込
・
間
合
先

市
下
水
道
課

(窓
③
2
1
1
1
内
線
3
2
5
)

日(火)一特に
女性の人権(セクシヤル・ハラス I 

メントなど)についての相談に応 I 

じます 1 

8⑫....1内線~l J・
~ /MARI 

@亙亙重量D8③4646
7日(水).r郵便配達は

二度ベルを鳴らすJ
13時半無料

15日(木).r人間の翼j
13時半

18日(日)~)r耳をすませItJ
14時半

21日(水).r郵便配達は
二度ベルを鳴らすJ
¥31時半 l!t¥ 料

25日(日)姐珍「イングリツシユ・
ベイシェン卜1
13時半無料

(木) ¥ .15 
(火) 13 
!:II(水) 21 
(火) 6.20 
(月)26 
(月) 5.12.19.26 
(水) 7.14.21.28 
(金) 2.9.16.23.30 
(会場第1而接室)

.ボランティア相談 毎週月限臼
1011寺-15時会場市民ロビー
.緊急巡回労働相談 毎月第3火l組日
10時-16時会場市民ロビー
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ふるさと

故郷 ・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。

また I伊万里Jという語感が好きで、これを后名にされているお庖なども数多くあります。
このコーナーでは 「伊万里Jと縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『伊万里に寄せるそれぞれの想い』
松尾正則さん徳岡務夫さん、松尾章弘さん、

E
ロ

O
F
、

w附
吾
q
q
U
9よ

出
て
大
阪
へ
。

勤
め
た
会
社
が
倒
産
、
身
売
り

の
よ
う
に
次
の
会
社
へ
、
ど
う

に
か
認
め
ら
れ

T
き
た
よ
ろ
過

労
で
入
院
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
図

大
阪
の
人
に
負
け
た
ら
あ
か

ん
と
そ
れ
だ
け
で
働
さ
、
お
戒

で
独
立
。
何
の
信
用
も
な
い
小

生
に
い
ろ
ん
な
人
が
応
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。

人
を
大
初
に
を

心
が
け
会
社
を
や
っ
て
さ
ま
し

た
が
、
目
成
を
越
え
て
今
年
社

長
を
部
下
に
ま
か
せ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

戒
を
と
る
と
故
郷
の

こ
と
を

よ

く

考
z
え
る
よ
う
に
な
り
、

時
ヤ
伊
万
里
に
帰
っ
て
は
、
友

だ
ち
の
幅
削
を
見
て
高
校
時
代
の

話
を
し
て
い
ま
す
。
速
く
離
れ

て
は
い
ま
す
が
、
故
郷
伊
万
里

の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
巴
何
か
私
も
役
に
た

T
る
ζ

と
が
あ
っ
た
ら
、
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

父
『
南
波
多
、
そ
れ
は
我
が
故

郷
、
大
野
岳
に
台
雲
な
び
き
清

ら
な
り
・
0

』
私
の
母
校
、
南
波

多
中
学
校
の
校
歌
で
す
.

伊
万
里
を
離
れ
は
や
必
年
、

こ
の
校
歌
に
謡
わ
れ
て
い
る
故

郷
の
九
景
は
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
開
成
を

越
之
大
阪
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

生
活
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
ま
で
病
気
一
つ
せ
ず

人7
日
が
あ
る
の
は
、
父
、
母
の

お
か
げ
で
あ
り
、
そ
れ
を
骨
可
ん

で
く
れ
た
伊
万
里
の
自
然
の
お

か
げ
で
す
。

左から松尾正則さん、徳岡務夫さん、松尾章弘さん

こ
れ
か
ら
の
日
本

人
の
生
活
は
農
村
ア

メ
ニ
テ
ィ
へ
の
志
向

が
と
ん
ど
ん
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

故
郷
伊
万
里
は

ま
さ
に
そ
の
典
型
的

な
地
域
と
し
て
発
展

で
き
る
の
で
は
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ん

い
つ
も
こ
の
時
期
に
な
る
と
自
分
の
高
校
時
代

を
思
い
出
し
ま
す
。
弱
小
チ

l
ム
な
が
ら
甲
子
園

を
目
指
し
て
練
習
に
明
け
暮
れ
た
毎
日
ロ
県
予
選

で
負
け
た
日
は
、
ま
る
で
こ
の
世
の
終
り
の
よ
う

に
悲
し
く
て
、
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
の
を
今
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
。
で
も
今
振
り
返
っ
て
見
る
と
、

目
線
は
迷
成
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
た
自
分
が
い
た
、
ま
た
そ
れ

を
い
っ
し
ょ
に
夢
見
た
友
だ
ち
が
い
た
、
こ
の
こ

と
が
今
の
自
分
を
支
え
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
県

予
選
で
敗
退
し
て
い
っ
た
高
校
の
選
手
諸
君
、
今

は
悲
し
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
が
い
い
思
い
出
と

な
り
、
ま
た
自
信
と
な
り
蘇
る
日
が
き
っ
と
き
ま

す
。
そ
れ
を
信
じ
て
、
ま
た
違
っ
た
目
標
に
向
か

っ
て

一
歩
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(V)

圃院."旭 日 ー・司 園

平成14年7月 1日現在
.人口 59，740人 (- 39) 
男 28，513人(ー 15)
女 31，227人 (- 24) 
・世帯 20，411世帯(+ 5) 

( )は前月比
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